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　「博士課程教育リーディングプログラム」は、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え、広く産学

官にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導くための、最高学府に相応しい大学院の形成

を推進するものです。本年度、九州大学から採択された2つのプログラムの内の1つである「グリ

ーンアジア国際戦略プログラム」は、11月から本格的な活動を開始し、博士前期・後期一貫の本

教育プログラムの第一期生を迎えています。また、プログラム実施の責任組織としては「九州大

学グリーンアジア国際リーダー教育センター」が12月1日に設置されました。

　本プログラム主催の最初の公開行事が、「グリーンアジア国際セミナー」です。

　世界の国々が、化石資源大量消費に由来する環境・資源制約を回避しつつ持続的な経済発

展を遂げるためには、各国の資源消費量低減と国内総生産増大との両立という、人類が実現し

たことのない成長戦略が求められます。貧富差の拡大、グローバル化が持つ負の側面の顕在

化、アジア諸国のエネルギー消費の急増と化石資源の価格高騰等々の中で、我が国が貢献す

べきは、欧米主導型と一線を画したグローバルモデルの提示によるグリーンアジアの実現にあり

ます。そのための人材育成が本プログラムの目的ですが、人材育成と連動して行う本セミナーで

は、世界に向けての環境・エネルギーイノベーションの発信を期しています。

　九州大学は、2011年に、九州帝国大学の創設から100周年を迎えました。

　九大百年に際し、数多くの先人が築いてきた伝統を基盤としながら、新たな百年に向

けて、常に未来の課題に挑戦する活力に満ちた最高水準の研究教育拠点となることを

基本理念とすることとし、「九大百年、躍進百大」（九州大学がどの分野においても世界

のトップ百大学に躍進する）というモットーを掲げました。「骨太のリーダーを養成する大

学」、「グローバル社会と地域社会を牽引する大学」などの九つの目指す姿を掲げ、その

実現に向けて行動していくこととしています。

　また、「学修と教育」を様々な課題や要請に対応するための基本ととらえ、そのための

確かな道筋を立てることを重要な課題としています。

　文部科学省の博士課程教育リーディングプログラムに今年度採択された「グリーンア

ジア国際戦略プログラム」は、経済成長と省資源の両立という人類が経験したことのな

い困難な課題を解決するため、産官学連携、国際連携のもとで、理工系リーダーを育成

するものです。

　本プログラムは、本学が掲げるアジア重視戦略、世界的研究・教育拠点形成という目

的に則った戦略的プロジェクトでもあります。本プログラムの実施を通じ、本学は、「学修

と教育」に基本を置きながら、大学院教育の抜本的改革を進め、世界に通用する質の保

証された学位プログラムの構築・展開を先導する役割を果たしていきたいと思います。
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